
ーースタンダード新潟編集部

12強のチーム、40人の主役候補、82校の男女球児。
7月5日、僕らの夏物語が始まる。

撮影◉嶋田健一（スタジオ嶋田）

至高の 夏。
高 校 野 球 大 特 集高 校 野 球 大 特 集
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右投左打 178㎝／68㎏
2年 出 糸魚川中

Player Data

右投右打 183㎝／80㎏
3年 出 興南中（富山）

Player Data

エースで中軸を打つ投打の
要。春季県大会は打撃では3
試合連続安打。投手では4回
戦の東京学館新潟戦こそ9
安打9失点（自責点4）も、初
戦の高田商・新井・海洋戦は
7回11奪三振。球威のある
直球は打者の脅威になる。

糸魚川糸魚川

山岸 宥稀
Yamagishi Yuki

右投左打 171㎝／67㎏
2年 出 聖籠中

Player Data

春は公式戦初登板の佐渡総合戦で5
者連続を含む8奪三振。続く巻戦は4
回無失点、関根学園戦は6失点だった
が、3試合先発を経験したのは収穫。テ
ンポの良さと制球力を磨き、夏は左腕
大矢との両輪でチームをけん引する。

新発田中央新発田中央

小林 香佑
Kobayashi Ko

背番号10を着けた春は先発
の柱として登板。春季県大会
4回戦は新発田南から5回で
8個の三振を奪った。準々決
勝の関根学園戦は5回2失点
と互角の展開に持ち込んだ。
夏のシードは6年ぶり。右腕
が上位進出のカギを握る。

上越上越

井上 珠希
Inoue tamaki

加茂暁星加茂暁星

真保 龍聖
Shinbo Ryusei
手元で伸びる直球に、精度抜群の変化球を持つ本格派右腕。今春
から解禁された2段モーションを取り入れた新フォームによっ
て、直球の威力が増し、最速は130キロ台後半まで伸びた。2年
生だった昨春から頭角を現し、最終学年になった今年は揺るぎ
ない大黒柱。経験も強みにしてチームをけん引する。

右投右打 177㎝／78㎏
3年 出 大崎学園

Player Data

左投左打 168㎝／60㎏
3年 出 岩室中

Player Data

撮影◉伊平裕哉（スタジオ嶋田）

右投右打 172㎝／66㎏
2年 出 城東中

Player Data

春季県大会は鈴木の後の2番手で2試合3回
を無失点。新発田中央戦では先発して7回2
失点と、先発、抑えのどちらもこなす。強気な
鈴木とは対照的に冷静に淡々と投げ抜く。安
定感抜群の右腕が夏の進撃の土台になる。

関根学園関根学園

佐伯 大和
Saeki Yamato

東京学館新潟東京学館新潟

朝妻 渚斗
Asatsuma Nagito
左腕エースがケガから復帰した。春季県大会準々決勝の日本文理戦は、7回途中
まで6安打2失点の好投を見せた。直球の最速は130キロほどだが、多彩な変化
球とのコンビネーションを抜群の制球力で操る。チームは昨夏、継投で勝ち上が
って初の甲子園出場を決めた。その再現のため投手陣の柱になる。

撮影◉星野健一（Office ANDANTE）

撮影◉渡邉俊介（フリーランス）

撮影◉嶋田健一（スタジオ嶋田）

撮影◉わたなべまさひこ（Office Serendipity）撮影◉星野健一（Office ANDANTE）

034NIIGATA Sports Magazine035



6
月
2
日
に
行
わ
れ
た
県
高
校
総
体
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
競
技
男
子
決
勝
。

多
彩
な
タ
レ
ン
ト
を
擁
す
る
開
志
国
際
が
、
準
決
勝
で
佐
渡
を
1
2
1
-57
、
決
勝
で
は
帝
京
長
岡
を
88
-44
で
下
し
、

目
標
の
高
校
3
冠
に
向
け
て
圧
倒
的
な
強
さ
で
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
。
　
　

撮
影・文
◉
わ
た
な
べ
ま
さ
ひ
こ（O

ffice Serendipity

）

開
志
国
際
が
県
3
連
覇
!

全
国
3
冠
に
向
け
て
視
界
良
好

県 高 校 総 体 男 子 決 勝

個性豊かな選手がそろったタレント軍団。日本一を目指し幸先の良いスタートを切った 1年の高橋。歩路と書いて「ある」と読む。秋田出身でU16日本代表

（左）清水のゲームコントロールが高校3冠の鍵を握る。 （下）インサイドで力強いプレーを見せた千保

い
か
な
い
と
。
劣
勢
に
回
る
時
は
、
入
り
が
悪
い

時
。
試
合
の
入
り
が
勝
負
だ
っ
た
」
と
清
水
。

28
‒
9
と
第
１
ク
オ
ー
タ
ー
だ
け
で
19
点
も
の

差
を
つ
け
た
。「
清
水
が
入
る
と
チ
ー
ム
が
活
気

づ
く
。自
分
も
チ
ー
ム
を
勝
利
に
導
け
る
よ
う
に
、

や
っ
て
や
ろ
う
と
い
う
気
持
ち
で
臨
ん
だ
。
昨
年

の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
は
ベ
ス
ト
4
で
負
け
て
悔
し
い

思
い
が
残
る
。
さ
ら
に
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
て
優
勝

し
た
い
」（
千
保
）

　

１
年
か
ら
主
力
の
平
良
も
最
上
級
生
に
な
っ

た
。「
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
か
ら
の
速
攻
。
や
っ
て
き

た
こ
と
が
試
合
で
出
せ
た
。
こ
れ
ま
で
は
先
輩
方

に
頼
っ
て
い
た
。
今
年
は
清
水
が
チ
ー
ム
キ
ャ
プ

テ
ン
。
自
分
は
ゲ
ー
ム
キ
ャ
プ
テ
ン
と
し
て
、
プ

レ
ー
で
み
ん
な
を
引
っ
張
っ
て
い
き
た
い
。
昨
年

１
年
間
は
悔
し
い
思
い
を
し
て
き
た
。
イ
ン
タ
ー

ハ
イ
で
は
自
分
は
１
度
も
優
勝
で
き
て
い
な
い
。

3
冠
の
中
の
最
初
の
1
冠
を
し
っ
か
り
と
取
り
に

い
き
た
い
」。
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
自
覚
を
み
な

ぎ
ら
せ
る
。

　

今
大
会
で
富
樫
監
督
は
「
高
橋
が
大
舞
台
で
ど

こ
ま
で
や
れ
る
か
」
と
注
目
し
て
い
た
と
い
う
。

「
物
怖
じ
し
な
い
。
将
来
が
楽
し
み
」
と
指
揮
官

は
笑
顔
で
評
価
し
た
。

　
「
今
年
の
チ
ー
ム
は
身
長
が
ダ
ウ
ン
し
た
分
、

リ
バ
ウ
ン
ド
や
フ
ィ
ジ
カ
ル
で
負
け
て
し
ま
う
部

分
が
あ
る
。
自
分
た
ち
の
速
い
バ
ス
ケ
を
出
し
て

い
き
た
い
。
昨
年
か
ら
出
て
い
る
メ
ン
バ
ー
が
多

く
、
し
っ
か
り
と
守
り
、
リ
バ
ウ
ン
ド
を
取
り
、

速
い
展
開
に
つ
な
げ
る
の
が
開
志
国
際
の
色
。
ス

リ
ー
ポ
イ
ン
ト
も
増
え
た
。
速
い
だ
け
で
な
く
、

正
確
性
も
求
め
ら
れ
る
。
し
っ
か
り
と
練
習
し
て

本
番
に
臨
み
た
い
」（
清
水
）。
帝
京
長
岡
を
ダ
ブ

ル
ス
コ
ア
で
下
し
て
の
県
3
連
覇
。
1
冠
目
と
な

る
8
月
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
（
福
岡
市
）
に
向
け
て
、

開
志
国
際
が
弾
み
を
つ
け
た
。

ゲームキャプテンとして試合をリードした平良

開
志
国
際

帝
京
長
岡

88 44
28
22
24
14

-
-
-
-

9
12
11
12

6／2日［上越市］
 リージョンプラザ上越

　
「
県
総
体
の
代
表
を
決
め
る
試
合
は
、
ど
の
大

会
よ
り
も
胃
が
キ
リ
キ
リ
す
る
。
子
ど
も
た
ち
が

緊
張
感
に
負
け
ず
に
力
を
発
揮
し
て
く
れ
た
」。

開
志
国
際
の
富
樫
英
樹
監
督
は
試
合
後
、
開
口
一

番
に
選
手
を
ね
ぎ
ら
っ
た
。

　
「
高
校
3
冠
」（
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
、
ウ
イ
ン
タ
ー

カ
ッ
プ
、
U
18
日
清
食
品
ト
ッ
プ
リ
ー
グ
）
を
目

標
に
挑
ん
だ
昨
年
は
、
優
勝
で
き
た
の
は
ト
ッ
プ

リ
ー
グ
の
み
。
そ
の
悔
し
さ
を
バ
ネ
に
新
チ
ー
ム

に
な
っ
て
か
ら
再
び
同
じ
目
標
を
掲
げ
て
鍛
錬
を

積
ん
で
き
た
。
ポ
イ
ン
ト
ガ
ー
ド
で
ス
ピ
ー
ド
ス

タ
ー
で
も
あ
る
清
水
脩
真
が
け
が
か
ら
復
帰
。
今

大
会
は
ほ
ぼ
ベ
ス
ト
メ
ン
バ
ー
で
臨
ん
だ
。
決
勝

の
ス
タ
メ
ン
は
清
水
、
平
良
宗
龍
の
ダ
ブ
ル
キ
ャ

プ
テ
ン
に
加
え
、
千
保
銀
河
、
ケ
ル
ビ
ン
の
３
年

生
４
人
と
、
期
待
の
１
年
生
高
橋
歩
路
。「
今
年

は
ど
こ
か
ら
で
も
得
点
で
き
る
。
裏
切
ら
な
い
の

は
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
と
リ
バ
ウ
ン
ド
。
昨
年
と
は
レ

ベ
ル
が
違
う
」
と
、自
信
を
の
ぞ
か
せ
た
指
揮
官
。

そ
の
言
葉
通
り
、
帝
京
長
岡
と
の
決
勝
で
も
チ
ー

ム
は
ス
タ
ー
ト
か
ら
激
し
い
プ
レ
ス
デ
ィ
フ
ェ
ン

ス
と
リ
バ
ウ
ン
ド
で
相
手
を
圧
倒
し
た
。

　
「
ポ
イ
ン
ト
ガ
ー
ド
と
し
て
、
キ
ャ
プ
テ
ン
と

し
て
、
自
分
が
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
か
ら
引
っ
張
っ
て
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「
ず
っ
と
ず
っ
と
、
昨
年
の
大
会
か
ら
最
優
秀

賞
を
目
指
し
て
き
た
の
で
、
取
る
こ
と
が
で
き
て

本
当
に
良
か
っ
た
で
す
」と
、先
頭
に
立
っ
て
チ
ー

ム
を
ま
と
め
て
き
た
3
年
の
石
橋
未
來
部
長
。
７

大
会
ぶ
り
の
頂
点
を
つ
か
ん
だ
喜
び
に
、
新
潟
南

の
ダ
ン
ス
部
員
た
ち
に
う
れ
し
涙
が
あ
ふ
れ
た
。

　

作
品
の
題
名
は
『
小
説
「
砂
の
女
よ
り
」
～
安

部
公
房
が
伝
え
た
か
っ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
～
』。「
不

自
由
の
中
に
も
自
由
が
あ
る
、
自
由
の
中
に
も
不

自
由
が
あ
る
。
そ
の
中
で
も
私
は
こ
う
い
う
ふ
う

に
生
き
る
と
い
う
強
い
意
志
を
作
品
に
込
め
ま
し

た
」（
石
橋
部
長
）。
60
年
以
上
も
前
に
書
か
れ
世

界
的
な
評
価
を
得
て
い
る
日
本
人
作
家
の
小
説
を

題
材
に
、
現
代
の
高
校
生
の
誰
も
が
抱
え
る
、
揺

れ
動
く
心
情
を
男
女
26
人
の
チ
ー
ム
で
表
現
し

た
。「
完
成
度
と
し
て
は
ま
だ
ま
だ
。
も
う
少
し

独
創
的
な
発
想
の
動
き
も
入
れ
て
全
国
大
会
に
挑

み
た
い
」
と
意
気
込
む
、
新
潟
南
ダ
ン
ス
部
を
教

え
る
部
活
指
導
員
の
舟
山
弘
美
さ
ん
。

　

新
潟
南
は
県
代
表
と
し
て
、
８
月
６
～
9
日
に

開
か
れ
る
「
全
日
本
高
校
・
大
学
ダ
ン
ス
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
（
神
戸
）」
に
新
潟
清
心
女
子
な
ど
と

共
に
出
場
す
る
。「
全
国
１
位
を
取
り
ま
す
」。
石

橋
部
長
が
目
を
輝
か
せ
た
。

テーマは昨年から温めてきた。「不確かな自分という今の高校生が
置かれた状況」（石橋部長）を巧みに小説に重ね合わせた

D a n c e  Co n t e s t
撮影◉嶋田健一（スタジオ嶋田）及び発表会 兼 第36回全日本高校・大学ダンスフェスティバル（神戸）予選会

　　　新潟県高校総合体育大会
ダンスコンクール

高校生の「今」を表現した
新潟南が2017年以来の最優秀賞

長岡市立劇場2024.6. 1

新潟中央
パラドックス―常識は私を錯覚させる―

優秀賞

新潟清心女子
Faceless

審査員賞

新潟明訓
Butterfly effect ～ちっぽけな僕らの羽ばたき～

優秀賞

村上中等
無気力　フェルマータ

審査員賞

優秀賞・審査員賞 創作コンクール部門
C r e a t i v e  D a n c e 第77回

新潟南

創作コンクール部門
最優秀賞

小説「砂の女」より
～安部公房が伝えたかった

メッセージ～
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